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牛乳アレルギーの発生機序に関する基礎的研究
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要 旨
種痘後脳炎の発生機序については，少なからず異論もあるが，アレノレギ一説が有力のようで
ある。痘苗のつくられる過程から見て，痘苗・ウシ血清・牛乳の聞に共通抗原性が考えられる。
種痘後脳炎の発生機序を，これらの共通抗原に基づく牛乳アレルギーの立場から検討した。 
1. 牛乳・痘苗・ウシ血清の聞に，ゲル内沈降反応，免疫電気泳動および皮膚アナフイラキ
シー反応によって，共通抗原性を確認した。 
2. 牛乳によってモルモットに産生される抗牛乳抗体および抗痘苗蛋白抗体は，上記 3抗原
による誘発によって著明に減少する傾向を認めた。 
3. 牛乳感作または無処置動物の頚動脈内に痘苗稀釈液を接種しても，多くの臨床例と同様
に，脳から vacciniav in.isを分離できなかった。 
4. 誘発による組織学的特徴は，牛乳感作動物の脳における脱髄性病変であり，これは無処
置物動では観察されなかった。
以上より，種痘後脳炎には，牛乳アレルギーの関与が考慮されなければならない例があるも
のと考えられ，その予防には牛乳感作の排除ないし接種前の減感作，および免疫有効成分のみ
からなる痘苗の供給が必要と考えられる。 
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廃止され，わが国でも強制種痘の必要について論議され
区司 るようになってきた的。特に， cent1'a1 nervous system 
種痘には，強制接種であるにもかかわらず， 多くの (CNS)の合併症は，毎年 4 ~10 例の死亡が続き 3〉43 ，
副反応が見られる。すなわち， (1) postvaccina1 en・ 近年大きな社会的関心もよんでいる九動物脳より抽出
cephalitis (PVE)および脳症を中心とする神経系合併 した狂犬病および日本脳炎ワクチン接種後の脳脊髄炎に
症l円九 (2) 進行性種痘疹・全身性痘抱・種痘性湿疹な ついては，アレJレギー反応が考えられるが汽脳物質を
どの皮膚合併症3)-4)，(3)紫斑病的・骨炎6)・心筋炎7) • 含まない破傷風抗毒素血清療法後にも類似病変が知られ
糸球体腎炎8)などのまれに見られる合併症であるo これ てu、る 2)，10)。
らの危険を考慮し，英国に続き米国でも定期強制種痘が 著者は，痘苗に含まれ得るウシ体液成分と，牛乳アレ 
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ノレギー 児の第 l期種痘後の CNS合併症の発生とに，何
らかの関連性のある場合を考え，検討・考察を試みた。
材料および方法
1.実験動物z 主として固型飼料飼育による Hart1ey
系モルモットを使用した。 
2. 実験材料: a. 牛乳 :Y社製粉乳(蛋白質34.8%，
脂肪1.0%，乳糖 53.2%，灰分 7.8%，水分 3.2%) およ
び新鮮生乳を使用した。 
b.痘苗: C研究所製の痘苗 (Lot67，74; 75 Lister 
株， Lot 63，64池田株)およびN社製の矢追抗原 (Lot 
24，53，244)を使用した。 
c. ウシ血清: 健常乳牛の血清を Seitzろ過後， TGC 
培地および血液寒天培地で無菌確認したものを使用し
た。 
d. ワサギ抗ウシ血清: B社製のものによる (Batch 
1557 APc，APo，APp)。 
e. Latex粒子液: D社製の 0.81po1 ysti1ene 1atex 
を，棚酸緩衝液 (pH8.2)で稀釈した。 
3. 検査方法: a. 感作の方法: 1)経口感作:出生
直後のモノレモットに， 30%粉乳液 3mlを， 2日間に 5
回腸管内に投与した。 2)気管感作:15%粉乳液 0.05ml 
回3日ごとに直接2"，-1週令モルモットの気管内に2を
注入した。 3)吸入感作:乳鉢で砕磨した乾燥粉乳を 5g
使用し，小林の方法11)で，生後 2週および 4週目に30分
間吸入させた。以上の各感作後，心臓穿刺採血し実験に
供した。 
b. 免疫血清学的検査法: 以下の方法によって， 痘
苗・ウシ血清・牛乳の抗原性を確認した。 
1)総蛋白定量12)， 2) ゲノレ内沈降反応 (Ouchterlony
法)13)，3)電気泳動および免疫電気泳動1への皮膚ア
ナフイラキシ{反応:田那村14)の方法に準じ，漏出色素
斑の径によって判定した。(土: ，._5mm，十: 5，.._，1O 
mm， +十: 10，._15mm，株:15mm，._，) 5) 1atex 凝集反
応:田那村14)の方法に準じ，抗原として， 5%粉乳液お
よび10%痘苗液を使用した。 
C. 誘発の方法: 1)頚動脈注射: 10%痘苗液， 0.5% 
滅菌粉乳液および 10%ウシ血清それぞれ 0.5mlを頚動
脈注射した。 2)心臓注射:10%痘苗液および， 0.5%滅
菌粉乳液それぞれ 1mlを心臓腔内に注射した。 3)気管
内注入:吸入感作終了の直後， 2週後， 4週後の 3群に
分け， 2.5%痘苗液， 5%粉乳液およびウシ血清それぞれ
を0.05ml気管内に注入した。
頚動脈および心臓注射の 2時間"，-，14日後，および気管 
孝
内誘発 2時間後の抗体価と組織の変化を観察した。誘発
後の臨床所見は，田那村14)の基準により，十:不安・立
毛・呼吸促迫・瞬目反射。十十:さらに吃逆・掻鼻耳・ l安 
l駄・呼吸困難， 時:さらに脱糞・失尿・端鳴・跳躍な
ど，柵:さらに痘壁・転倒。 D:死亡で表わした。 
a. ウィ Jレス学的検査
吸入感作および無感作動物の頚動脈に， 10%痘苗液 
0.5 ml注射し， Vero細胞を使い 50%tissue cu1ture 
infectious dosisによって， 3，，-， 14日後の各組織におけ
る vacciniavirusの分布を観察した。材料の 10倍段階
稀釈液に対して， 4本の組織培養管全てに cytopathic 
effectが認められた場合を州， 3本， 2本， 1本に認め
られる場合を時，十十，+とした。 
e. 病理組織標本作製法
頚動脈から徐々に放血， と殺後，各臓器を 10%ホル
マリン液で固定した。脳は純アルコール固定も行なっ
た。各切片に， HE染色， PAS反応， K1uver-Barrera 
(KB)染色を行なった。
なお，以上とは別に，矢追抗原前処置群 6例(種痘 1
カ月前に 0.05，-，0.1mlを皮下注射。全て 1，._ 2才の人工
栄養児。)と 2才未満の無処置群 94例 (6，._12ヵ月児 22
うち人工名，72才児2，._1名。13うち人工栄養児名，
栄養児 37名。)について，種痘 l週後の局所反応を比較
した。 r-g1obulin を併用している 2才以上の例は除外
した。
成 績
1. ゲル内沈降反応 
痘苗・ウシ血清・生乳の沈降線の一部は同一反応を示
す。矢追抗原の反応は微弱であるが，これらの沈降線と
の融合が認められる。(図 1) 
2. 免疫電気泳動
総蛋白量は，ウシ血清 7.7，生乳1.63，痘苗 2.6，矢追
抗原 1.51gfdlであった。電気泳動および免疫電気泳動
の結果から，抗原組成の共通性が推定された。(図 2，3) 
3. 皮膚アナフィラキシ一反応
感作動物は各抗原に対し陽性を示したが，無処置動物
ではほとんど陰性であった。感作動物における矢追抗原
の反応は， 1，._0.1%痘苗液の反応に匹敵する。(表 1， 
図4) 
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図1. 使用抗原のゲル内沈降反応 
A:ウサギ抗ウシ血清 1:ウシ血清 2:生乳 
3 :痘苗 4: 10倍希釈ウシ血清 5:矢追抗原 
6: 5倍濃縮矢追抗原 

各抗原の間lζ沈降線の融合が認められる。 

図 2. 使用抗原の電気泳動{象の比較 
1:痘苗(総蛋白 2.6g/dl) 2: ウシ血清 (7.7) 
3:生乳(1.63) 4:矢追抗原(1.51) 

各抗原の蛋自分画像を示す。 
  
4. 誘発注射
感作動物は誘発によって，ほとんど全て叫~冊の症状
が， 30"， 60分間続いたが，その後の、発育・運動に異常は
見られなかった。抗牛乳および抗痘苗蛋白抗体価は，感
図 3. 使用抗原の免疫電気泳動像の比較 
1:生乳 2:ウシ血清 3 :痘苗 4 :矢追抗原
それぞれの共通抗原性が推定される。
図 4. 皮膚アナフイラキシー反応の比較
吸入感fFモルモットの背面皮膚の各抗原液iζ対
する反応。 
1: 10%痘苗 2: 0.1%痘苗 3 :矢追抗原原液 
4: 5%粉乳 5: 0.5%粉乳 6: 0.05%粉乳 
7 :生理食塩液
作後それぞれ 4"，32倍， 4 '"'-'16倍に上昇するが，一般に
吸入感作では，経口または気管感作に比し低い傾向があ
る。両抗体価は誘発後，著明な減少傾向を示した。(表 
2) 
しかし，誘発後時日を経るとむしろ上昇する例があ
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表し痘苗，牛乳，ウシ血請による皮膚
アナフィラキシー反応(モルモット背面皮庸)の比較
痘 苗 矢追抗原 牛 手L ウシ血清
感作方法 対照
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表 2. 誘発による血中抗体価の変動および臨床症状の比較
(感作モルモット lζ対する，痘苗・牛乳・ウシ血請による誘発)
t
ド a
， ，  d
凋 
la感 前
誘抗
発
体 価 誘発経路 種 原抗 採血条件 
後
価
発
体 
誘
抗 症状 
A 1¥在X4 A Mx1入吸 頚動脈 0.5ml10%痘苗 2時間 +ltALVX8 ALVX1 
A MX8 A MX22 1/ ALVX4 1/ 1/ 日3 ALVXl 十社
A MX8 A Mx12 1; ALVX4 1/ 1/ 日7 ALVX1
川 市
A MX16 A Mx44 口経 ALVX8 11 1/ 2時間 ALVX2 刊十
A Mx16 A Mx45 管気 ALVX8 1/ 1/ 1/ ALVx2 +十 
A MX32 A Mx26 入吸 AL VX16 l蹴JD 1ml10%痘苗 1/ ALVX2 十件
A MX8 A 1¥在 X27 1; ALVX4 り 1/ 日7 ALVX2
川 市  
A 1¥在 x8 A 1¥在x18 1; 管気 0.05ml2.5%痘苗 2時間 廿ALVX4 ALVXl 
A 1¥在X8 A M 09 1/ ALVX4 頚動脈 0.5ml0.5%粉乳 日3 ALVX1 材十
A MX8 A MX210 1; ALVX4 1/ 1; 日7 ALVx1
川 市
A MX16 A Mx11 1; ALVX4 気 管 1/ 2時間 ALVX1 +十
A MXB A 1¥在X 1 12 1/ ALVX4 頚動脈 0.5ml10%ウシ血清 日3 ALVXl 村十
A MX8 A 1¥在x113 1; ALVX4 管気 0.05ml10%ウシ血清 2時間 ALV 0 -+十 
A M: Anti-cow's milk antibody 
ALV: Anti-vaccine-1ymph-protein an tibody 
り，感作が進行したと考えられる場合もあった。 に軽度の充血像が認められる程度であった。
感作動物の痘苗誘発例では，肉眼的に肺葉の気腫巣を
5. 病理組織学的変化 認める場合があった。顕微鏡的に，髄膜には線維性肥厚
無感作動物の痘苗誘発例では， 肉眼的変化は見られ のほかに細胞惨潤が見られ(図 6 脳実質，小脳，)， 脳
ず，顕微鋭的には髄膜の肥厚および脳幹部，脳実質の充 幹に浮腫ないし壊死巣が散在する。これらの脱髄巣は，
血・水腫性変化などを認める場合があったが，脱髄およ 変性膨化した細血管周囲に存在し，その部分に一致して
びグリア増殖は見られなかった (I~I 5)。肺では肺胞壁 グリアの増殖と円形細胞惨潤が認められる(悶 7， 8)。
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表 3. vaccinia virusの組織内分布
(痘苗による頚動脈誘発の 3"，14日後) 
| 政入感作群
----------誘発後長¥ 0...... ，..... 
 n...... 11¥......I 3日 6日 8日 10日組織;______1 ~ V V ~V l-ll-l l-l l-l 
脳
| 無感作群
14日_lI 3日 6日 8日 10日 14日~ 1 '1A -11
Jl市 +十+柵++一一一一 +ー十冊一一一一一
肝 一+一一一一一一一 株--t十時一一一一一
牌 十一冊件十一一一一 +十件冊一一一一一
腎 一一一朴一一一一一
ソ径リンパ節 一十一一一一一一一
卵巣・精巣(T) 冊一冊一一一一冊一
(T) (T)(T) 
気管
長 10%痘苗希釈液 0.5mlを頚動脈注射
時に， PAS陽性物質が， 主に脳室壁または脳室上皮細
胞に塊状に沈着しているのが認められた(図 9)。 
以上の変化は，痘苗誘発後 3日以降の例で著明であっ
た。牛乳，ウシ血清による誘発では，血管周囲の浮腫が
認められる程度で，痘苗による誘発例に比し，一般に組
織の変化は軽度であった。感作動物の痘苗誘発例の肺に
は，細血管周囲に浮腫と充血が見られ，特に気管内誘発
の例では，斑状無気肺像を呈する場合があった(図10)。
このような組織の変化と，抗体価の変動の大小とには明
らかな関係は認められなかった。 
6. vaccinia virusの組織内分布
感作の有無によらず， 全例の脳から vaccil1iavirus 
は分離されなかった。一部の例で，肺，肝，牌から分離
された。無感作動物の卵巣から分離されることがあった
)。3が，感作動物の生殖器からは分離されなかった(表 
7. 第 1期種痘後の局所反応 
6カ月"，， 2才児の無処置 94例は， 母乳栄養児の l例
を除き善感した。矢追抗原前処置例では，種痘後，免疫
反応が見られたが，全て不善感であった。皮膚局所反応
と栄養法の関係は，例数も十分でなく，明らかにされな
かった。
考 察 
PVEによる死亡の頻度は記載によって大きな差があ
るが， 日本では種痘 100万あたり 2"， 3人と推定され
る竹。 PVEの潜伏期について， de Vriesl) は種痘後の
脳炎と脳症を厳密に区別して， 4，. 14日以外のものは 
PVEの症例から除くべきことを主張しているが， ほか 
時一
の症例では 2，.28日の幅が見られる。種痘後，神経症状
〉，17句、l陰性の例で脳波の一過性異常をきたす場合があり 
またてんかん児の脳波を増悪する可能性も挙げられてい
るIめ。これらは主として， de Vriesの脳症に類する変
化と考えられるが，種痘後の CNS障害は前述の潜伏期
にすでに存在すると考えられり，早期解決が望まれる。 
PVEの臨床報告は，すでに 1900年代に，剖検記載は 
1920年代になされている九成因として G1anzmanlめが
残存種痘ウィノレスと抗体の結合によって局所反応が惹起
されるという NeuroaUergie説を提出して以来， 多く
の支持を得た。
その後，実験的に脳乳剤の反復注射および adjuvant
加抗原注射によって，脱髄性脳炎をつくることに成功
し，相次ぐ業績の発表をみため。 PVEなどの二次性脳
炎は，これらの実験的アレルギ{性脳炎と組織学的に類
似点が多く，発生機序の同一性が推定されているわ，20)口
しかし， PVE症例の CNSから vacciniavirusを証
明し得たとする報告もあり，また，実験的にも痘苗接種
によって類似病変が得られたとするものもあり，ウィノレ
ス性脳炎と考えるものも少なくない九一方 Hurstand 
Fairbrother21) は， vaccil1ia virus が脱髄所見の見ら
れない CNSから証明される例があり，実験的に痘苗を
サル・ウサギに接種しでも脱髄所見が得られない事実よ
り，ウィルス性と考えることに反論している。また， 
PVE症例の CNSから vacciniavirus は分離されな
かったという記載も少なくない九脳からウィルスが分
離された場合でも，脳症の所見だけで，脱髄所見は見ら
)。21れなかったという記載もある 
これに対して，大谷22)は vaccilliavirusが CNSに
侵入し，グリァ系細胞に持続感染の形をとっている所へ
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抗体と補体が同時に作用すれば，細胞溶解の起こり得る
ことを述べ，感染論の立場から究明すべきことを主張し
ている。実際，最近類似の二次性脳炎である麻疹脳炎の 
CNSから， 麻疹ウィルスの分離が報告されている問。
しかし， Angulo刊らは， PVEの症例から vaccinia 
virusを実際分離しているが，その組織像の検討から，
なおウィ Jレスを一次的原因と考えることは不適当で，ア
レJレギ一反応を考える方が妥当であると述べている。
以上のほかに， CNSに潜在する他種ウィルスの賦活・
放出によるとする説がある九 E急性硬化性全脳炎ウィ
ノレスのように持続感染型をとり， PVEと組織学的に類
似する progressivemultifocal leucoencephalopathy 
の CNSから， papova virus群の粒子が証明されたこ
とより 25〉，持続感染しているこの種のウィルスが， PVE
の発症に関与すると考えることもできるわ月〉。 
PVEの発症機序として，ほかに toxin，循環障害，痘
苗中ないし接種部位からの他種ウィルスの感染などが考
えられる。以上のうち，アレ jレギ一説と vacciniavirus 
説が最も有力であるが，すべて仮説の域をこえないもの
である。著者は， PVEの症例中には免疫機序の関与す
る場合が含まれるものと考え，実験的に解析を試みた。
免疫血清学的検査より，痘苗・牛乳・ウシ血清の聞の
共通抗原性は明らかであるが， Bonin and Schmidt27) 
らも，ウシ血清を必要とする組織培養から得た抗原で免
疫した動物が，ウシ血清で誘発すれば，即時型の皮膚反応
を示すことを記載している。さらに，種痘後の皮膚局所
反応の著明な例では，ウシ血清特にグロプリンに対する
抗体を有し，乳幼児期に重症アレルギー児であった例を
あげ，痘苗中に含まれるウシ血清成分が抗原となり得る
ことを推定している o以上より，牛乳アレルギー児は，
痘苗中の共通抗原物質に対してアレノレギー反応を示す場
合があるものと推定される。
一般に， PVEの発症と局所反応の程度とは無関係と
されるが2ペ現行痘苗は，牛乳アレノレギー児の少なくと
も局所反応を増強するものと考えられる。モルモットが
種々の牛乳感作によって抗牛乳抗体を産生し，誘発によ
って失うことは既に明らかである 14)，29)。 
PVEの組織像として， 白質内小静脈周囲の脱髄とミ
クログリア増殖，およびリンパ球・組織球，時に形質細
胞の惨潤などが記載されている Iト町川，町、31)。しかし，
リンパ球・形質細胞の出現については非特異的反応と考
えるものもある 1)叫。感作群に対する痘苗誘発例の脳の
変化は，このような PVEの組織像あるいは，実験的ア
レルギー性脳炎の組織像に対して，血管障害性の変化が
より強いようである。おそらく，細胞性免疫が主役を演
孝
ずる PVEおよび実験的アレノレギー性脳炎に対して，本
実験例では，液性抗体の関与が大きいことが推定され
る。 PVEの CNSにおける PAS陽性物質の沈着につい
ては，グリア系細胞の崩壊産物による変化lうあるいは，
非特異的変化勾と考えられているが，本例の PAS陽性
物質の沈着の意義については明らかではない。 
de Vriesl) によれば，種痘後 CNS合併症は， 2才以
下にはないとされるミクログリア脳炎と，浮腫と血管障
害を主変化とする脳症に二分され，脳症は脳炎の初期像
ではないとされる。しかし，痘苗で誘発して得られる変
化は，感作動物では両者の混在像として，無感作動物
では脳症の像としてとらえられるものが多かった。 de 
Vriesl)および白木31)は，髄鞘形成の不十分な場合，脱
髄機転の明らかでないことがあることを説明している
が，本例では，同時に髄鞘構成のちがいも関係している
であろう。 
de Vriesl) は， Virchow-Robin腔との関係から，ミ
クログリア脳炎の変化は小中静脈周囲に限定されるとし
ているが， (predilection)本例もよく一致するところで
あった。種痘後の心筋炎7う 糸球体腎炎 8)の記載がある
が，本例との関係は明らかではないので検討を省略す
る。 PVE症例の多くに，肺炎ないし気管支肺炎が合併
し，続発病変と考えられてきたが，痘苗で誘発後の早い
時期から肺炎像が認められる事実から，むしろ一次的変
化として惹起される場合もあるのではなかろうか。
ウィノレス学的検査の結果からは，検討例数も十分でな
く，ミクログリア脳炎の発症に対する vacciniavirusの
役割は断定できない。しかし，たとえ vaccinia virus 
感染が引き金となることがあるにしても，ただちにヒト
の PVEのすべてを説明することはできないが，牛乳ア
レノレギー児が痘苗中の共通抗原物質に対して抗原抗体反
応を惹起する可能性が推定される。 
Ferraro and Roizin20)は，ある種の不完全抗原と結
合した vacciniavirusが起脳炎性抗原となることを仮
定している。このようなウィルス粒子の関与を考える抗
原抗体反応説は，痘苗中のウシ体液成分に対するアレ Jレ
ギ一反応と考えれば，同一仮説のー表現にすぎないので
はなかろうか。
今後 vacciniavirusおよび付随する抗原物質の CNS
への侵入については検討を要する。 KoprowskP2)は，
麻疹脳炎では，ウィ Jレス感染によって血液脳関門から，
起脳炎物質が透過しやすくなると考えている。 
PVEの大多数は痘苗株や接種法によらず初積痘後に
起こり 1)斗〉，m，種痘時にすでに感作が成立していたもの
があると推定される。多くの臨床例は，庫、児の栄養法に
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触れていないが，記載のあるものでは人工栄養児が多い
ようで33h 授乳とは別に牛乳製品を摂取しているものも
少なくないであろう。実際，乳幼児の一部に，ウシ血清
ないし牛乳に対する抗体を保有するものが記載されてい
る27)，29)，34)。
以上より，種痘後副反応を予防するために，乳児栄養
法の改善33)と牛乳感作状態の軽減が必要と考えられる。
皮膚局所反応に限って言えば，多くの臨床例と同様，矢
追抗原前処置後に種痘をうけたものの反応は著しく減弱
する向。再種痘後には PVEはほとんど発生しない 1)叫〉
と言われていることから，矢追抗原前処置は，再種痘状
態を産生すると同時に，牛乳感作状態からの減感作をも
期待するもので，現行痘苗による種痘が実施されている
聞は，この種の前処置を採用することが，事故発生の予
防のために，効果が期待されるのではなかろうか。
次に，現行痘苗の由来については不明な点が多い
が叩〉， ゥ、ン体液成分の分離は不完全であり， 現在検討
中の CV1，Dlsなどの弱毒ワクチンのほかに，乳幼児
の感作機会の少ない組織培養痘苗の開発などが期待され
る9)。
稿を終わるに臨み，と指導， C'校聞を賜わりまし
た桜井信夫助教授に，また研究の機会を賜わりまし
た石川清文教授に深く感謝いたします。
さらに，種々と教示をいただきました国立千葉病
院研究検査科川上仁博士，千葉県血清研究所橋爪壮
博士に篤くお礼申し上げます。
(本論文の要旨は，第 44回日本細菌学会総会，第 
26回日本細菌学会関東支部例会， 第 30回日本公衆
衛生学会総会，第 515回千頭医学会例会lとおいて発
表した。) 
SUMMARY 
Serious changes of central nervous system fol・ 
lowing smallpox vaccination have been recog-
nized for many years. The etiology 01' patho-
has been 1'1'，howeve，genesis of these changes ・e
mained as the controve1'sial subjects. The hy-
pothesis that the vaccinia virus itself causes the 
demyelinating encephalomyelitides has been fair-
ly' gene1'ally abandoned and most investigato1's 
seem nowadays to favor the hypothesis of allergy. 
The author studied expe1'imentally the l11echa-
nism of postvaccinal encephalitis on the basis of 
milk allergy. Both of the anti-cow's l11ilk and 
anti-vaccine-lymph-p1'otein antibodies p1'oduced 
simultaneously in the milk-immunized guinea 
pigs， dil11inished 0 1'disappeared afte1'challenging 
with the weak soIution of calf lymph vaccine， 
bovine se1'um or cow's milk in the blood stream 
or in the t1'achea. This was based on the bovine 
p1'otein constituents which we1'e immunologically 
verified to exist commonly in the used antigens. 
When the vaccinia vi1'us were inoculated into 
the ca1'otid arte1'y of the milk-immunized and 
non-immunized animals，the virus were 1'ecov-
e1'ed f1'om va1'ious tissues excepting the brain of 
both g1'oups. 
The characteristic difference in the histpatho-
logical picture between the milk-immunized and 
non-immunized animals after inoculation with 
calf lymph vaccine was the typical lesions of 
demyelination in the brain of the fo1'mer，which 
were not observed in the latte1'. 
lt may be presumed that the infants in the 
milk allergic state may possess the predisposition 
to develop the demyelinating encephalitis afte1' 
vaccination against smallpox. Itis desirable to 
desensitize milk allergic state before vaccination 
and to utilize the vaccine f1'ee from any kind of 
bovine protein. 
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図 説 明
図 5. ~!~感作動物の頚動脈内 l乙痕市を注射。 14 日後の JJì~ 図 8. 図?と同一例。 (KB染色， 260X) 図?と一致し
実質。 (KB染色， 520X)小血管問問lζ程度のi乎 て脱髄巣が存在する。
腫が見られる。 図 9. !蚊入感作動物の頚動脈内lζ痘苗を注射。 3日後の
図 6. !吸入感作動物の心臓内に痕市を注射。 7日後の髄 脳室壁。 (PAS反応， 520X) PAS陽性物質の脳
!度。 (HE染色， がil':j胞接1性肥)手と自f'線制260X) 室上皮内沈着が認められる。
見られる。 図10. 吸入感作動物の気管内 κ痘苗を注入。 2時間後の
図 7. 気管感作動物の頚動脈内 lζ痘苗を注射。 6日後の llio (HE染色， 100X)充血像と斑状無気li像を 
示す。胞の惨l号制1化巣とilv;260X)染色，(HE話実質。J
j問が認められる。
